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日本顎口腔機能学会第 75 回学術大会のご案内 

 

日本顎口腔機能学会第75 回学術大会を以下のとおり開催いたします。 

多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

日本顎口腔機能学会 第 75 回学術大会 

日 時 ： 令和8 年4 月18 日（土） 受付開始 8：30 

4 月19 日（日） 受付開始 8：45 

会 場 ： 長崎大学医学部 良順会館 

       〒852-8523 長崎県長崎市坂本1 丁目12 番4 号 

 

日本顎口腔機能学会 常任理事会・理事会 

日 時 ： 令和8 年4 月17 日（金） 17：00～18：30 

会 場 ： 長崎大学医歯薬学総合研究棟（旧歯学部） 3 階 講義室3B 

      〒852-8588 長崎県長崎市坂本1 丁目7 番1 号 

 

 

大 会 長    吉田 教明 

準備委員長    森内 絵美 

準備副委員長   吉見 知子 

連絡先：〒852-8588 長崎県長崎市坂本1 丁目7 番1 号 

    長崎大学大学院医歯薬学総合研究科歯科矯正学分野 

E-mail：e-moriuchi@nagasaki-u.ac.jp 

Tel：095-819-7669  Fax：095-819-7670 

  



♦ 学会に参加される皆様へ 

1. 本学会の参加費は、一般（会員・非会員）2,000 円、大学院生・研修医1,000 円、学部学生は無料です。

大学院生・学部学生は、当日会場受付にて身分証の呈示をお願いします。 

2. 一般口演、特別講演、記念講演および企画講演中の写真・ビデオ撮影は著作権保護のため禁止します。 

3. 会場受付にて、入会手続き、年会費の受付、および書籍販売を行います。 

4. 本学術大会は日本歯科医師会生涯研修認定となっていますので、受付に提示しておりますQR コードか

らアクセスし単位認定の登録をするようお願いいたします。 

♦演者の皆様へ 

1. 発表はご自身のPC を用いるようにしてください。プロジェクターとの接続端子はHDMI 端子です。ご

使用のPC に上記の映像出力端子がない場合には変換コネクタをご用意ください。また必ずAC 電源ア

ダプターをご持参ください。スクリーンセーバーや節電機能を無効にしておいてください。 

2. 故障や予期せぬトラブルに備えご持参のバックアップデータをご持参ください。 

3. 発表までに、PC データ受付にご持参のバックアップデータをご提出してください。発表時間前の休憩時

間中にPC の接続確認を行います。 

4. 発表形式は、液晶プロジェクターの単写です。スライドサイズは、標準（4:3）、ワイド画面（16:9）のい

ずれも可です。発表スライド中に COI の開示をお願いします。詳細は学会HP をご覧ください。 

5. 発表スライド中に音声を含む場合は、事前に学術大会事務局までお知らせください。 

6. プロジェクターへの接続はご自身でお願いします。 

7. 前演題の終了前までに、所定の席にお越しください。 

8. 事前抄録内容に訂正がある場合には、事後抄録として大会1 週後までに電子媒体で大会校に提出してく

ださい。 

♦一般口演、発表者の皆様へ 

1. 受付にて学術大会優秀賞口演評価用紙を受け取り、ご自身の演題を除く全演題の評価を記入し、最終演

題が終了後すぐに受付へご提出ください。 

2. 一般口演は、発表15 分、質疑応答15 分です。発表終了1 分前にベル1 回、終了時にベル2 回でお知ら

せします。 

♦座長の先生方へ 

次座長は、前演題の終了前までに座長席前の席に移動をお願いします。 

  



♦懇親会のお知らせ 

本学術大会では懇親会を行いますので、ぜひご参加ください。 

日 時：令和8 年4 月18 日（土） 17：30～19：00 

場 所：長崎スタジアムシティ2 階「THE STADIUM BREWS NAGASAKI」 

会 費：一般4,000 円、大学院生・研修医・学部生2,000 円 

       学会HP「次期学術大会のご案内」から、事前参加登録にご協力をお願いします。 

♦感染対策について 

1. 手洗い、咳エチケットの励行といった基本的な感染対策にご協力ください。 

2. 学会会場内でのマスクの着用は個人の判断に委ねます（但し、病院施設内を移動する際はマスク着用を

お願いします）。 

3. 体調不良や37.5℃以上の発熱の場合は参加を控え、無理せず療養されることをお勧めします。 

  



会場のご案内 

【会場】長崎大学医学部良順会館 
〒852-8523 長崎県長崎市坂本１丁目12-4 

 

 
 

●空路ご利用の方 

長崎空港から長崎市内までは長崎空港リムジンバスをご利用ください。 

① 空港より「高速道路・長崎バイパス・昭和町・浦上経由」に乗車、「平和公園」で下車（約40 分） 

→バス停より徒歩（約12 分） 

 

② 空港より「高速道路・出島道路経由」に乗車し、「ココウォーク茂里町」で下車（約50 分）→ 

 

・長崎バスご利用の方：ココウォーク茂里町（北部向け 国道マツキヨ前）より長崎バス「[8]下大橋ゆき 

[大学病院前:江平高部経由]」に乗車し、「医学部前」で下車（約6 分）、徒歩（約1 分）※医学部前

を通るバスは１時間に１～２本運行。時刻表は「長崎バス」で検索してください。 

・路面電車ご利用の方：茂里町より路面電車「１号系統または3 号系統 赤迫行き」に乗車し、「原爆資料

館」で下車、徒歩（約7 分）。※路面電車は約４分に１本運行 

  



＜長崎駅から長崎大学医学部へのアクセス＞ 

●長崎バスご利用の方 

長崎駅前（北部向け）より長崎バス「 [8]下大橋ゆき [大学病院前:江平高部経由]」に乗車し、 

「医学部前」で下車、徒歩（約1 分）。 

※医学部前を通るバスは１時間に１～２本運行。時刻表は「長崎バス」で検索してください。 

 

●路面電車ご利用の方 

長崎駅前より路面電車「１号系統または3 号系統 赤迫行き」に乗車し、「原爆資料館」で下車、 

徒歩（約7 分）。 ※路面電車は約7 分に１本運行 

 

＜長崎大学医学部案内図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学術大会会場 良順会館（長崎大学医学部正門から入ってすぐ右側） 

 

【バス停】医学部前 



懇親会会場のご案内 

【会場】長崎スタジアムシティ 2 階「THE STADIUM BREWS NAGASAKI」 
〒850-0046 長崎県長崎市幸町6-7-1  

 
〈学会会場から長崎スタジアムシティまでのアクセス〉 

●路面電車ご利用の方 
原爆資料館電停から路面電車「3 号系統 蛍茶屋行き」または「1 号系統 崇福寺行き」のいずれかに乗車し、
「スタジアムシティノース」電停で下車、徒歩（約3 分）。 ※路面電車は約7 分に1 本運行 
●長崎バスご利用の方 
長崎バス「[26]中央橋行き」・「[16]新地中華街行き」のいずれかに乗車し、「銭座町長崎スタジアムシティ」
で下車、徒歩（約6 分）。 ※医学部前を通るバスは1 時間に1～2 本運行 

〈懇親会会場案内図〉 

 
① 電停「スタジアムシティノース」横の横断歩道を渡る 
② 宝町公園の横を通り、長崎スタジアムシティ方面へ横断歩道を渡る 
③ ローソン長崎スタジアムシティ店横のエスカレーターで2 階へ 
④ エスカレーターを降りて左側に懇親会会場「THE STADIUM BREWS NAGASAKI」入口 



日本顎口腔機能学会 第 75 回学術大会 プログラム 

【第1 日 令和8 年4 月18 日（土）】 

8：30～ 開場および受付開始 

 

9：10～9：20 開会式：開会の辞 大会長 吉田 教明（長崎大学） 

 

9：20～9：50 セッション１ 一般口演 ①   座長：萬田 陽介 先生（岡山大学） 

 グミゼリー摂取時において香料含有量の違いが嚥下閾に与える影響  

－味わいへの意識の有無による比較検討－ 

 〇山田 果歩 1), 大川 純平 1), 菅沼 雄大 1), Aye Mya Mya Khaing1), 

 Min Thu Ya1), Monika Werdiningsih1), 小野 高裕 2), 堀 一浩 1) 

1) 新潟大学大学院医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野 

2) 大阪歯科大学歯学部 高齢者歯科学講座 

 

9：50～10：20 セッション１ 一般口演 ②   座長：萬田 陽介 先生（岡山大学） 

義歯装着高齢者の最大舌圧はグミゼリー摂取時の咀嚼嚥下動態と関連するか？ 

〇安野 綾夏 1), 村上 和裕 1), 田川 侑里 1), 大川 純平 1), 堀 一浩 1), 小野 高裕 2) 

1) 新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野 

2) 大阪歯科大学歯学部高齢者歯科学講座 

 

10：20～10：30 休 憩 

 

10：30～11：00 セッション２ 一般口演 ③  座長：小野 堅太郎 先生（九州歯科大学） 

口腔灼熱痛症候群における新たな客観的評価法の試み 

〇岡安一郎 1)、對木 悟 2)、和気裕之 3)、角 忠輝 3)、百田義弘 1) 

1) 大阪歯科大学歯科麻酔学講座 

2) 公益財団法人神経研究所研究部 

3) 長崎大学総合歯科教育学分野 

 

11：00～11：30 セッション２ 一般口演 ④  座長：小野 堅太郎 先生（九州歯科大学） 

健常若年成人における舌・口唇トレーニング器具の装着が顎顔面筋活動と筋疲労に及ぼす影響 

◯根津理沙子 1）、小野高裕 1）、島田明子 2）、高橋信道 1）、川本章代 1）、髙橋一也 1） 

1) 大阪歯科大学高齢者歯科学講座  

2) 大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科 

  



11：30～12：30 休 憩 

12：30～13：30 総 会 

13：30～13：40 休 憩 

13：40～13：50 第74 回学術大会優秀賞表彰式 

 

13：50～14：40 2025 年度 学会賞受賞・奨励賞受賞記念講演 

座 長：小見山 道 先生（日本大学松戸歯学部） 

プレゼンター：服部 佳功 先生（東北大学） 

13：50～14：20 2025 年度学会賞受賞記念講演 

   顎口腔機能研究の魅力と社会的役割 

        吉川 峰加 先生 

広島大学大学院医系科学研究科先端歯科補綴学 

14：20～14：40 2025 年度奨励賞受賞記念講演 

    「食べる」を支える顎口腔機能研究 

       佐藤 理加子 先生 

新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野 

朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野 

 

14：40～14：50 休 憩 

 

14：50～15：50 第73 回学術大会 優秀賞者企画  座長：堀 一浩 先生（新潟大学） 

  食事中のスマートフォン操作の有無と咀嚼行動の関連：食事専念条件とながら食べ条件の比較 

     柴垣 あかり（新潟大学）、髙野 日南子（新潟大学）、小出 理絵（東北大学） 

 

15：50～16：00 休 憩 

 

16：00～17：00 特別講演             座長：吉田 教明 先生（長崎大学） 

知識とデータを共に生かす医用画像研究の新展開 

酒井 智弥 先生 

長崎大学 総合生産科学域 

長崎大学大学院総合生産科学研究科 准教授 

 

17：30～19：00 懇親会 

場所：長崎スタジアムシティ 2 階 THE STADIUM BREWS NAGASAKI 

会費：一般4,000 円、大学院生・研修医・学部生2,000 円 



【第２日 令和8 年4 月19 日（日）】 

8：45～ 開場および受付開始 

 

9：30～10：00 セッション3 一般口演 ⑤  座長：小川 徹 先生（東北大学） 

  睡眠時ブラキシズム習癖と関連因子の検討 

○小黒裕之，飯田 崇，岩田好弘，小見山道 

日本大学松戸歯学部 顎口腔機能補綴学講座 

 

10：00～10：30 セッション3 一般口演 ⑥  座長：小川 徹 先生（東北大学） 

  ブラキシズムおよび顎機能障害に対する犬歯誘導確立の臨床的評価 

  〇竹内精司 1,2)、松永知子 2)、畑中伸彦 2)、豊田博紀 2) 

  1) 竹内歯科医院 

2) 愛知学院大学歯学部生理学講座 

 

10：30～11：00 セッション3 一般口演 ⑦  座長：真柄 仁 先生（新潟大学） 

睡眠中の咀嚼筋活動は上気道抵抗の増大を代償するか？ 

○秦 健斗 1)、高岡亮太 1)、加藤 隆史 2) 

1) 大阪大学大学院歯学研究科再生歯科補綴学講座 

2) 大阪大学大学院歯学研究科口腔生理学講座 

 

11：00～11：10 休 憩 

 

11：10～11：40 セッション4 一般口演 ⑧  座長：鈴木 善貴 先生（徳島大学） 

タッピングおよび偏心運動のクラスタリング解析による下顎位の定量的評価 

○熊澤龍起、木原琢也、荻原久喜、佐野吏香、小島勘太郎、井川知子、重本修伺、重田優子、 

小川 匠 

鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座 

 

11：40～12：10 セッション4 一般口演 ⑨  座長：鈴木 善貴 先生（徳島大学） 

  マウスにおける咀嚼中の異なる食物テクスチャーに対する顎運動パターンの調節 

  〇林田佳央理 1)、森内絵美 2)、山本佳奈 1)、吉見知子 2)、吉田教明 1) 

  1) 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 歯科矯正学分野 

  2) 長崎大学病院 矯正歯科 

  



12：10～12：20 休 憩 

12：20～12：30 第75 回学術大会優秀賞発表 

 

12：30～12：40 閉会式：閉会の辞 

第76 回学術大会大会長  小川 匠 先生（鶴見大学）  



 

【 抄 録 】 

特別講演                

令和８年4 月18 日（土）16：00～17：00 

知識とデータを共に生かす医用画像研究の新展開 

酒井 智弥 先生 

長崎大学 総合生産科学域 

長崎大学大学院総合生産科学研究科 准教授 

 

2025 年度学会賞受賞記念講演        

令和８年4 月18 日（土）13：50～14：20 

 顎口腔機能研究の魅力と社会的役割 

    吉川 峰加 先生 

広島大学大学院医系科学研究科先端歯科補綴学 

2025 年度奨励賞受賞記念講演   

令和８年4 月18 日（土）14：20～14：40 

  「食べる」を支える顎口腔機能研究 

   佐藤 理加子 先生 

新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野 

朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野 

 

第 73 回学術大会 優秀賞者企画 

令和８年4 月18 日（土）14：50～15：50 

食事中のスマートフォン操作の有無と咀嚼行動の関連 

：食事専念条件とながら食べ条件の比較 

    柴垣 あかり（新潟大学）、髙野 日南子（新潟大学）、小出 理絵（東北大学） 

  



特 別 講 演 

          令和 8 年 4 月 18 日（土）16：00～17：00 

知識とデータを共に生かす医用画像研究の新展開 

酒井 智弥 先生 

長崎大学 総合生産科学域 

【 要 旨 】 

深層学習をはじめとする人工知能（AI）技術の進化は、医療分野においても目覚ましい成果を挙げてい

る。しかし、医療現場から得られるデータはクラウド上のビッグデータとは異なり、必ずしも大規模かつ均

質ではない。純粋なデータ駆動型のAI モデルは、疾患の本質とは異なる背景ノイズや撮影機器の特性などを

学習してしまう「ショートカット学習」の危険性や、推論過程のブラックボックス化といった本質的な課題

を抱えている。診断支援において真に求められるのは、単なる正診率の高さではなく、医学的常識や生体力

学的法則に則った「合理性」と「説明可能性」の担保である。 

 本講演では、「データしか使わないのはもったいない」という視点に立ち、人間の持つ『知識』をAI のデ

ータ解析に融合させる新たな情報処理のパラダイムについて概説する。具体的には、知識を「事例（教師デ

ータ）」「数理（モデルやアルゴリズム）」「言語（医学的所見や文献）」の3 つの様式に整理し、それら

を生かして目的に特化したAI を構築するための枠組みを論じる。数理的に表現された知識を組み込んだ研究

開発の事例として、スパースモデリングと深層学習の融合による口腔細胞診を紹介する。また、微分可能な

並べ替えアルゴリズムを用いた「順序深層学習」により、超音波画像の定性的な所見から疾患の重症度（順

序尺度）を定量評価する取り組みを解説する。さらに、現在のAI 開発の最前線である視覚言語モデル

（VLM）などの生成AI 基盤モデルがどのように知識を内部表現しているかに迫り、言語化で整理された知識

を医用画像解析に活用する展望を述べる。また、機密性の高い医療データを安全に取り扱うため、大学内に

オンプレミス計算環境を構築し実用化を目指す医情連携のあり方についても議論する。本講演が、医学と情

報データ科学の新たな協働の契機となれば幸いである。 



 

【 ご略歴 】 

1996 年 千葉大学工学部電気電子工学科卒業。 

2001 年 千葉大学大学院自然科学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。 

同年 千葉大学総合メディア基盤センター 助手、2007 年 同助教を経て、 

2010 年 長崎大学工学研究科 准教授に着任。 

2019 年 長崎大学情報データ科学部の新設に携わり、2024 年4 月より長崎大学大学院総合生産科学研究科 准

教授、現在に至る。 

専門は信号処理、パターン認識、機械学習およびその医工学応用。 

特に、数理モデルと深層学習の融合による医用画像解析、生体音響信号処理、および生成AI 基盤モデルの応

用研究に従事。 

電子情報通信学会、情報処理学会、IEEE 各会員。一般社団法人 日本歯科人工知能研究会 理事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2025 年度学会賞受賞記念講演 

令和８年４月18 日（土）13:50～14:20 

顎口腔機能研究の魅力と社会的役割 

吉川峰加先生 

広島大学大学院医系科学研究科先端歯科補綴学  

 

 

 

 

【 要 旨 】 

日本は超高齢社会を迎え，健康寿命の延伸が重要課題となっている．「口から食べる機能」の維持はQOL

のみならず生命予後にも直結する．本講演ではまず嚥下機能評価の客観的指標のひとつである舌圧に着目す

る．舌圧低下は誤嚥リスクと関連し，標準化された舌抵抗訓練により改善可能であることが示されてきた．

さらに舌圧低下はサルコペニアと密接に関連し，口腔機能低下は全身的フレイルの一表現型と位置付けられ

る．一方，歯の喪失や義歯不適合は嚥下機能を二次的に増悪させるが，適切な補綴治療は嚥下安全性の向上

に寄与し得る．舌圧を起点にこれらの関連を整理し，多職種連携における歯科の役割を再考するとともに，

本分野に関心を持つ次世代の挑戦が着実に広がることを期待したい． 

  



 

 

【 ご略歴 】 

2000 年3 月 広島大学歯学部卒業 

2004 年3 月 広島大学大学院博士課程修了 

2004 年6 月 - 2005 年3 月 

  財）長寿科学振興財団在外研究員  

米国イリノイ州ノースウエスタン大学コミュニケーション科学障害学部 

2005 年4 月 - 2007 年12 月 

 広島大学病院 医員，歯科診療医 

2008 年1 月 - 2011 年3 月 

 広島大学大学院医歯薬学総合研究科先端歯科補綴学研究室助教 

2011 年11 月 - 2012 年3 月 

米国カルフォルニア州立ロサンゼルス校歯学部ワイントロープセンター留学 

2012 年4 月 – 現在 

 広島大学大学院 准教授 

 

 

【 研究内容 】 

歯科補綴学，高齢者歯科学，摂食嚥下リハビリテーション学 

 

【 専門医・認定医等 】 

公益社団法人日本補綴歯科学会  専門医および指導医 

一般社団法人日本老年歯科医学会 認定医および認定医指導医 

一般社団法人日本老年歯科医学会 専門医および専門医指導医 

一般社団法人日本老年歯科医学会 摂食機能療法専門歯科医師 

一般社団法人日本摂食嚥下リハビリテーション学会  認定士 

特定非営利活動法人日本咀嚼学会 健康咀嚼指導士 

 

  



2025 年度奨励賞受賞記念講演 

令和8 年4 月18 日（土）14:20～14:40 

「食べる」を支える顎口腔機能研究 

佐藤 理加子先生 

新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野 

朝日大学歯学部口腔病態医療学講座 

摂食嚥下リハビリテーション学分野 

 

 

 

【 要 旨 】 

私が歯科医師の道に進むにあたり，「食べる」という健常者では当たり前にできていることを，全世代で支えられ

るようになりたいという強い想いがあった．大学院進学後も「食べる」を支える顎口腔機能の解明を研究課題とし

て行ってきた．大学院では補綴学分野にてクラウンブリッジや義歯，顎欠損に対する顎補綴などの臨床を行うとと

もに，咀嚼時の舌運動に着目し，食塊形成過程における舌の機能的役割の解明に取り組んだ．大学院修了後は，朝

日大学にて臨床では摂食嚥下機能評価および機能回復を行うとともに，摂食嚥下障害患者に対して用いられるとろ

み液に着目し，摂食嚥下機能評価の検討を行ってきた．さらにスウェーデンのカロリンスカ研究所への短期留学で

はアイトラッキングを用いた視覚情報処理や注意特性を検討した． 

本受賞講演では，学位研究として行ったガム咀嚼時の舌運動と顎運動の3 次元解析，エスプーマ処理をした気泡

含有とろみ液の摂食嚥下機能へ及ぼす影響，カロリンスカ研究所での共同研究についてなど，現在に至るまでの顎

口腔機能研究の取り組みや，今後の展望についてお話ししたい． 

  



 

 

【 ご略歴 】 

2019 年3 月 新潟大学 歯学部 歯学科     卒業 

2020 年4 月 新潟大学大学院 医歯学総合研究科 入学 

2024 年3 月 新潟大学大学院 医歯学総合研究科 修了 

2024 年4 月 朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野 助教 

2025 年5 月～9 月 カロリンスカ研究所 客員研究員 

2026 年4 月 新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野 医員 

朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野 非常勤教員 

  



第 73 回学術大会優秀賞受賞者企画シンポジウム 
～受賞をきっかけに始まった，同期3人の共同研究への挑戦！～ 

令和 8年 4月 18日（土）14:50～15:50 

食事中のスマートフォン操作の有無と咀嚼行動の関連 
：食事専念条件とながら食べ条件の比較 

 
【 企画要旨 】 

第73回学術大会にて，我々３人はそれぞれ「嚥下動態(柴垣)」「補綴治療前後の咀嚼行動(高野)」「咀嚼・嚥下機能

(小出)」に関する発表を行い，受賞の機会を得た．そこで，異なる大学院・分野に所属する博士課程4年同期で連携

し，共通のテーマである口腔機能に対する新たな共同研究へ挑戦することとした． 

今回，我々に共通する咀嚼や嚥下の先にある食の楽しみという観点から，現代の生活様式に広くみられる食事中の

スマートフォン操作(ながら食べ)(図1)に着目した．ながら食べは10~20代の約６割がほぼ毎日行っていることを踏

まえ，本研究では若年者を対象として，ながら食べ条件と食事専念条件を比較して咀嚼行動や食事への集中度や満足

感，食事姿勢における違いを検討した．より自然な咀嚼行動を評価するため，ウェアラブル咀嚼回数計(bitescan，

SHARP 社)(図2)を使用した． 

本シンポジウムでは，研究内容の概要に加え，異なる大学院・分野に所属する同期が，どのように共同研究に取り

組んだのか，その過程についても紹介する．受賞者企画をきっかけに，若手研究者同士のつながりが新たな研究の芽

となり得ることを示すとともに，共同研究における困難や反省点を共有し，今後の顎口腔機能学分野における研究交

流や共同研究のあり方について，会場の皆様と議論し学ぶ場としたい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1．ながら食べの様子         図2. bitescan と装着時の様子 

【 企 画 】 

柴垣 あかり 

新潟大学医歯学総合病院 摂食嚥下機能回復部 

（受賞時：徳島大学大学院 医歯薬学研究部 顎機能咬合再建学分野 博士課程4年） 

受賞テーマ：食具の違いが液体摂取時の嚥下動態に与える影響 

 

髙野 日南子 

新潟大学大学院 医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野  

（受賞時：新潟大学大学院 医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野 博士課程4年） 

受賞テーマ：補綴治療前後の咀嚼行動と咀嚼能力の変化 

 

小出 理絵 

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 

（受賞時：東北大学大学院 歯学研究科 口腔システム補綴学分野 博士課程4年） 

受賞テーマ：グミの特性が健常高齢者の咀嚼・嚥下機能に与える影響に関する検討 

 



 

 

 

 

 

 

 

【 一般口演抄録 】 
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【協 賛（広告）】 

 

株式会社トミーインターナショナル 

株式会社モリタ 

（五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本顎口腔機能学会第 75回学術大会の開催にあたり、上記の企業から

多大なご協力を賜りました。ここに記し、心より御礼申し上げます。 

日本顎口腔機能学会 第 75回学術大会 

大会長 吉田 教明 







【Memo】 
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